
書式第 12号 (法第 28条関係)

平 成 31 令 和 元 年 度 事 業 報 告 書

平成31年4月 1月 から令和2年3月 31日 まで

特定非営利活動法人 日本防災士会世田谷支部

1 事業の成果
・講習会、講演会、見学会を開催、共催し、また、講師を派遣し、防災意識の普及・啓発を行った。
・防災用品の展示を行い防災用品の普及を行った。
・地域の防火防災訓練の支援を行い、地域防災力の向上を図った。
・地域社会のイベントを支援することで、当会の活動の広報に努めた。
・鳥山駅前通り商店街振興組合の防災計画書に沿って、烏山駅前通り商店街振興組合の組合員等を

とする講演会を開催した。

2 事業の実施に関する事項

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施

場 所
従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数

事業費の

金額

(千円)

防災意識の普
及及び啓発活
動

講演会「災害後を生き抜く生
活再建の知識の備え～防災
士のための災害復興学のす
すめ」を主催

弁護士、慶應義塾大
学講師、中央大学講師

令和元年

5月 26日
1北沢タウンホ
|―ル

10人

30人 33千円

防災意識の普
及及び啓発活
動

「ドジョウ掴み採りと防災イベン
ト」を主催

令和元年

8月 4日

世田谷区烏山
区民センター

前広場

6人 300人 239千円

防災意識の日
及及び啓発沼
動

吉野クリニックデイサービスの

講演会「災害の事前防災対策

|と災害発生時の対応」に講師

|を派遣

令和元年

8月 10日

吉野クリニック
デイサービス

1人

50人 0千円

防災意識の普
及及び啓発活
動

IK防災広め隊主催の「玉川防
災大作戦2019」 で防災クイズ

を実施

令和元年

8月 18日

玉川区民セン

ター
1人

100人 0千円

防災意識の間
及及び啓発涸

動

講演会「被災者支援の基本理
念 スフィア基準」を実施 令和元年

9月 22日
東京土建世田
谷支部会館

6人 17人 20千円

防災意識の普
及及び啓発活
動

「おやじの会主催イベントで幼
児・児童のD型ポンプ操作訓
練」を実施        |

令和元年
9月 23日

世田谷区役所
前広場

2人 17人 0千円

防災意識の普

及及び啓発活

動

「TAKEUCHI株 式 会 社 の防災

セミナー」に講師を派遣

令和元年
10月 5日

nTAKEUC
HI

1人 15人 0千円

防災意識の習
及及び啓発沼
動

世田谷ボランティア協会の玉

川ボランティアセンターのポラ

ンティア受け入れセンター開

設に協力

冷和元年
10月 19日

世田谷区玉川
2-1-7玉川ボ

ランティアセン

ター

3人 50人 0千円



防災意識の

及及び啓発
動

割青少年委員会主催の烏山地

活性支の「フィールドフェスティバ

レレ」に防災用品展示を出展

令和元年
11月 10日

世田谷区立祖
師谷公園 2人 300人 0千円

|「 蔵花公園防災教室 (スタン

プラリー)」 で公園内の災害用

導

/ホ ールトインの体験を,飼

防災意識の習
及及び啓発
動

令和元年
11月 1'7日

都立慮花恒
春園

3_人 100人 0.3千円

防災意識の普

歎及
び啓発¬

|「
ビラカーサ董花恒春園壱番

館における消火器訓練・煙中

眠難訓練・救急救命訓練」を

F導

令和元年
11月 24日

ピラカーサ蔵花恒
|

春園壱番館 |

2人 20人 0千円

防災意識の

及及び啓発
動

」「砧公園防災フェスタ」で、ロ

側―プワーク訓練紙 製コップ・
イ

・
|ス

リッパ作製訓練を実施

令和元年
12月 7日

都立砧公園

4人 30人 0千円

防災意識の

及及び啓発
動

」世田谷区主催「上祖師谷地

]区防災訓練」に参加    |
|             |
|

令和元年
12月 8日

1芦 花小学校・

中学校 3人 3∞人 0千円

10.6千 円

防災意識の普

獣
及び啓発¬

|「 羽根木公園の梅まつり」官
庁 PRコーナーで防災パンフ

|レット配布・防災用品展示・災

匡食展示 。ロケットストーブ展

Fを行った。

令 和 2年 2月

8,9,11,15,16,

22,24日

都立公園「羽
根木公園」

20人 1000人

令和2年
3月 11日

1防災士会世
田谷支部会
員

44人 44人 0千円

防災意識の

及及び啓発
動

田谷区主催のShake_Out訓

に参加。世田谷支部会員
安否確認訓練を実施。

否確認率 19/44=43%

認対象者数 44名

確認者数 19名

20千 円

令和2年

3月 26日
鳥山駅前通り

商店街振興組
合ダイヤ会館 1人 5人

防災意識の普
及及び啓発活
動

講
陳

I日

限

演会「防災計画と防災訓
」を開催

本災害食学会 理事・副会

(2)その他の事業

事業名 事 業 内 容 施
時

実

日

施
所

実
場

従事者
の人数

事業費の

金額
(千円)



13 (法 28

平成31・ 令和元年度  活動計算書

平成31年 4月 1日 から 令和2年3月 31日 まで

特定非営利活動法人日本防災士会世田谷支部
円

科
日
【 金 額

80,000
70,000 150,000

10,000 10,000

26,400
244,840 271,240

ハ
υ

０
０

（
０

431.248

12,000
24,681
79,220
53,612

0

0

93,567
9,129
42,951

315,160
315,160

０

０

０

０

０

０

ｎ

） 315,160
116,088

〈
υ

858.010

96,088
0

96,088
761,922
858,010

受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
受取寄附金
受取寄附金

受取助成金等
日本防災士会支部活動支援金
世田谷絆助成金

事業収益
事業収益

その他収益
受取利息

1 事業費
(1)人件費

給料手当
退職給付費用
福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費
会議費―理事会
会議費―総会
旅費交通費
通信費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費
賃借料
消耗品費
その他経費計

事業費計
2 管理費

(1)人件費
役員報酬・給料手当・退職給付費用・福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費

消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
Ⅲ 経常外収益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

1

Ⅱ

4

5

，
一
　

　

０
●

収益

正



書式第 15号 (法第 28条関係)

平成31・ 令和元年度 貸借対照表

令和2年3月 31日 現在

特定非営利活動法人日本防災士会世田谷支部

(単位 :円 )

科 日
【 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金

前払費用

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受け金 (年会費)

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 ノヽ
計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

882,010

0

0

882,010

882 010

24,000

0

0

0

ｎ

）

0

0

0

24,000

24,000

0

0

0

761,922

96,088

858,010

882,010



書式 16号 (法 28

平成31・ 令和元年度  計算書類の注記

重要な会計方針
計算書類の作成は、「NPO法人会計基準」によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産を有していない。

(2)固定資産の減価償却の方法
固定資産を有していない。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

給与を支払 う役職員を雇用 していない。

引当金

退職給与等、引当金を要する項 目に該当するものは無い。

)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスを受けていない。

(6)消費税等の会計処理

特になし

2.事 業別損益の状況
を んでいない

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

特定非営利活動法人 日本防災士会世田谷支部

(単

事業 事業 事業 事業
事業部門計 管理部門 △

=↓
「

1 口:

150,000

10,000

271,240
0

8

０

０

０

０

０

150,000
10,000

271,240
0

8

431,248431,248

ｎ
）

ｎ
）

υ^

０

０

０

０

０

０

０

０

０

12,000

24,681
79,220

53,612
0

0

93,567
9,129
42,951

12,000

24,681
79,220

53,612
0

0

93,567

9,129
42,951

315,160315,160
日 315 160315,160

116,088Ⅲコ 匪 B

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費―理事会

会議費―総会
旅費交通費

通信費
施設等評価費用

減価償却費
印刷製本費

賃借料
消耗品費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 ■■囃亜田

算死万■内容 金額

施設の提供を ていない



閃 蓉 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

761.922 96.088 858,010合計

4 使途等が制約 された寄附金等の内訳
使途等が制約 された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は654,448円 ですが、その うち0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は654,448円 です。

5. 固定資産の増減内訳
を していない (単位 :円 )

0

6.借 入金の増減内訳
(単 円 )

役員及びその近親者 との取引の内容

役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

(単位 :

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必

要な事項

事業費と管理費の按分方法

特に無 し(収益事業を営んでいない)

その他の事業に係る資産の状況

特に無 し(収益事業を営んでいない)

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）

″
′

０
０

科 日 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

ｎ
）

Ｕ^
・　
　
　

Ｕ^

ｎ
）

ｎ
）

（
Ｕ
　
　
　
＾
υ

ｎ

）

ｎ

）

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

^ヨ
I

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

ｎ

）合計

内役員及び

近親者 との

取引
科 目

計算書類に

計上された

金額

ｎ
）

ｎ

）

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係)

平成31・ 令和元年度 財産目録

令和2年3月 31日 現在

特定非営利活動法人 日本防災士会世田谷支部

(単位 :円 )

科
日
【 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

銀行普通預金

未収金

事業未収金

前払金

前払い金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

前受け金 (年会費 )

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

銀行借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

味 財 産正

2,000

880,010

（
υ

882,010

882,010

ｎ
）

〈
Ｕ

ｎ

〉

ｎ

）

ｎ

）

〈
Ｕ

ｎ

）

0

24,000

24,000

24,000

ｎ

〉

858,010



書式第 18号 (法第28条関係)

平成31・ 令和元年度年間役員名簿

平成31年4月 1日 から 令和2年3月 31日 まで

特定非営利活動法人 日本防災士会世田谷支部

役 名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事
ミヤサ

゛
ワ シケ

゛
ル

宮澤 茂

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
スナタ

゛

砂田

ノリコ

紀子

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
イシカワ

石川

ノフ
゛
オ

伸雄

平成31年4月 1日

令和元年5月 26日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
イシサ

゛
ワ サタ

゛
ミツ

石澤 貞光

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理 事
わオクホ

゛
 タカカス

゛

大久保 孝一

平成31年 4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
材フ

゛
チミネオ

｀

大渕 峰男

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事

カミヤ  サナエ  サニー

KAMIYA SANAE

SUNNY

(神谷 早苗)

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
カワマタ ヒロシ

川股 浩

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
キクチ ケンタロウ

菊池 顕太郎

平成31年4月 1日

令和2年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理 事
ナイトウ
斎藤

ミノル
Hク
ノ●

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理 事
サカイ サトコ

酒井 里子

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
′ヽラ ハナエ

原 花枝

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日



理事
スス
゛
キ カス・ミネ

鈴木 一峰

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
タカ′ヽシ

高橋

アヤコ

亜弥子

平成3“円:月 1日

令和2年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
タカハン トシヒコ

高橋 敏彦

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
タカハシ ヒロマサ

高橋 宏誠

年 月 日

年 月 日

理事
タムラ ヒサナオ

田村 久直

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
タケウチ  ルイコ

竹内 ルイ子

令和元年5月 26日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
ナンホ

゛
ク

南北

チトセ

ちとせ

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事
ノシ
゛
マ カツヒロ

野島 勝啓

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事
ヤワタ アキラ

人幡 章

年 月 日

年 月 日

監事
サナタ

゛
 ヨシアキ

真田 佳明

「 平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

監事
ヤマモト ノリヒサ

山本 法久

平成31年4月 1日

令和2年3月 31日

年 月 日

年 月 日

1平成31年4月 1日

伶和2年3月 31日

1平成31年4月 1日

r和 2年3月 31日

~¬

|



書式第 19号 (法第28条関係)

氏   名

宮澤 茂

砂田 紀子

石澤 貞光
４

＾ 大久保 孝一

大渕 峰男

″
０

KAMIYA SANAE
SIJNNⅣ
(神谷 早苗)

川股 浩

菊池 顕太郎
０

´ 斎藤 実

10 酒井 里子

11 原 花枝

12 鈴木 一峰
13 高橋 亜弥子
14 高橋 敏彦

高橋 宏誠15

16 田村 久直

17 竹内 ルイ子

南北 ちとせ18

19 野島 勝啓
20 人幡 章

21 真田 佳明

22 山本 法久

社員のうち10人以上の者の名簿
令和2年3月 31日 現在

特定非営利活動法人日本防災士会世田谷支部

住 所 又 は 居 所


